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古

事

記

巻

初

の

訓

み

「
天

地

初

発

」

と

「
天

地

初

起

」原

口

裕

は

じ

め

に

古
事

記
上

巻

冒
頭

の

一
文
、
就

中

、

「天

地
初

発
之

時
」

の
句

の
訓
義

に

つ

い
て
、
古
来

多

く
・の
論

議

が
な

さ
れ

て
き

た

の
は
、
創

世
神
話

の
解

釈

の
問
題

と
共

に
、

も

と
よ
り

、
そ

れ
に
よ

っ
て
、
古

事
記

本
文

の
訓

詰

に
対

す

る
態
度

な

り
方

法

な

り
が
自

ら
示

さ
れ

る
と

い
う
、

い
わ
ば
、

象

徴
的

な
意

味
あ

い
を

含
ん

で

の
こ
と

で
あ

っ
た

が
、
訓

み
そ

の
も

の
に

つ

い
て
も
、

決
定
的

な
解

答

が
与

え
ら

れ
な

い
ま
ま

今

日

に
至

っ
て

い
る

こ

と

は
よ
く

知
ら

れ

た

こ
と

で
あ

る
。

こ

こ
に
、
先

学

の
験
尾

に
付

し

て
、

、
一三

の
用
語

の
検
討

よ

り
、
敢

え
て

こ

の
巻

初

の

一
文

の
訓

み

の
手
懸

り

を
得

よ
う

と
す

る

の
も
、
古

事
記

訓
話

の
方

法

を
確

か

め
よ
う

と
す

る

一

つ
の
試

み

に
他

な
ら

な

い
。

こ
と

ご
と
し

く
諸
説

を
並

べ
あ
げ

る
ま

で
も

な
く

、
問
題

は

、
旧

訓

の

「
ハ
ジ

メ
テ

ヒ
ラ

ク

ル

・
ヒ

ラ

ケ
シ
」

を

「漢

籍

言
」
な

り
と

し

て
排

し

、

「
初

発

」

の
二
字

を
も

っ
て

「
ハ
ジ
メ
」

と
し

た
宣

長

の
訓

み

の
可

否

に

あ

ろ
う
。

そ

の

「
漢
籍

言
」

の
説

に

つ
い
て

の
批

判

は
倉

野
憲

司
、
松
村

(
1
)

武

雄
博

士

の
詳

し
く
説

か
れ
た

と

こ
ろ

で
あ

る
。

文
字

に
関

し

て
指
摘

さ

れ

て

い
る

こ
と
は
次

の
二
点

に
整
理

さ

れ
る
。

一

「
初

発
」

の
二
字
を

も

っ
て
「
ハ
ジ

メ
」
と
訓

む

に

つ
い
て
は
、

上

代

の
文
献

を

は
じ

め
と

し

て
、

用
字
上

の
根

拠

が
乏

し

い
。

発

ト
字

は
文

字

に
則

し
て
訓

む

べ
き

で
は
な

い
か
。

二

「発

」
字

を
文

字

に
則

し

て
動

詞

に
訓

む

と
す

る
と

、序

文

に
「

乾
坤

初
分

」

「
天

地
開

關
」

と
も

見

え
、
書
紀

に

「
天
地

未
剖

」

「
開

關
之
初

」

(
本

文

)

「
天
地

初
判

」

二

の

一
書

、
四

の

一

書

、

六

の

一
書

)

と
記

さ

れ

て

い
る
表
現

、
開

關
思

想

と

の
兼

合

を

い
か

に
す

る
か
。

「
発
」

は

「
ワ
カ

ル

・
ヒ

ラ
ク

・
オ

コ
ル
」

の

い
ず

れ
か
。

し

か
し

て
、
記
中

の

「
発

」
字

の
用
例

と

、
そ

の
字

義

に
則

し

て
、

オ

コ
ル
説

も
有

力
な

が

ら
決
定
的

で
な
く

、

ワ
カ

ル
説

・
ヒ
ラ

ク
説

と

と
も

に
、

む
し

ろ
、
官
う長

の
訓

の
も

つ
魅

力

に
引

か
れ

て
、

「
初

発
」

の
二
字

を

ハ
ジ
メ
と
訓

む
ま
ま

に

す
る
注

の
多

か

っ
た

の
も

、
序

文

の
用
語

、
書

紀
第

四

の

元
書

と
古
事

記
冒

頭

と

の
類

似

は
、
そ

れ
は

そ
れ
と

し

て
、

「

こ

・
も
於

古
流

と

い
ふ
心

に
初
発

と

は
か

、
れ

た
る
な

る

へ
し

:
犀

(
中

略

)
…
…

さ

れ
ど
於

古

流

と
は

よ
む

べ
く
も

お

ぼ
え
ず
」

と
言

わ

れ
、

「
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(
3
)

オ

コ

古

語

に
証
拠

が
な

い
」

と
説

か
れ

た
よ
う

に
、

「
天
地

が
始

め

て
起

る
」

と

い
う
、
国

語

と
し

て

は

(
漢
語

に
お

い
て
も

)
、
耳
馴

れ

な

い
発

想

と

表
現

の
形
式

の
故

で
あ

っ
た

か
と
思

わ
れ

る
。

近
時

、
太

田
善

麿
氏

が

「

『
天
地
』

か

『
オ

コ
ル
』

と

い
う
よ
う

な
言

い
方

の
例

は

ほ
か
に
も

見
当

た

ら
な

い
。

ま

た
そ

う

い
う
表
現

を
選

ぶ
必
然

性

に

つ

い
て
も

じ

ゅ
う

ぶ

ん

に
諒
解

し

が
た

い
も

の
が
あ

る

の
で
、
容

易

に
決

断

し

か
ね
る

」
と
述

(
4
)

べ
ら
れ
、

ま

だ
、
原

文

の
文
字

に
則
し

て
、
比
較
的

忠
実

な
中

国

訳
を
試

み
た
、
漢

人
周
啓

明

(作

人

)
氏

の

「
古
事
記

」

に
、

天

地
始

分
的

時
候

、

生
成

チ
高

天
原
的

諸

神
的

名
号

是

、
天
之

御
中

主

神

…
…

(
一
九
六

三
年

版

に
よ

っ
た

)

と
訳
出

さ
れ

て

い
る

の
は
、

そ

の
よ
う
な
傾

向

を
端

的

に
示

す
も

の
と
し

て
理

解

さ
れ

る

の
で
あ

る
。

し

か
し
、

オ

コ
ル
説

は
未

だ
検

討

さ
る

べ
き

余
地

を
残

し

て

い
る
よ

う

で
あ

る
'。

「天
地
初
発
」
と

「
天
地
初
起
」

日
本

書
紀

私
記

(丁

本

)

は
古
事
記

の
文
辞

に

つ
い
て

「
古

事
記
者

、

只
翌

慈

為
綜
、
湾

反
句
之
舛

象

修
之
間
、
碧

致
簗

」
と
説

い
た
が
、
上
巻
冒
頭
の
麦

が
安
万
侶
の
苦
心
毒

る
も
の
で
あ
ろ
、つ
こ

そ

の
修

辞

の

今
、

と

は
容
易

に
考
え

ら

れ
、
既

に
指
摘

さ
れ

て
も

い
る
。

み
に

つ
い
て
瞥

見

し

て
も
、

A

天

地
初

発
之

時

(
6

)
於
高

天
原
成

神

(6

)
名

、
天

之
御

中

主

神

(
6

)
次

、
高
御

産
巣

日
神

(
6

)
次
、
神

産

巣
日
神

(

5

)
…
…

B

次
、
国

稚

如
浮

脂
而

(
6
)
久
羅

下

那
州

多
陀

用
弊

流
之
時

(

12

)
如

葦

牙
因
萌

騰
之

物

而
成
神

(
11

)
名

、
宇

摩
志

阿
斯

詞

備

比
古

遅
神

(
11

)

右

に
明
ら

か
な

よ
う

に
、

A

が
六
字
句

の
漢

語
的

表
現

を
基

本

と
し

て
、

整

句

を
続

け

る

の
に
対
し

て
、

B

の
国

語
表

記

に
な

る
部
分

が

十
二
字

の

句

と
し

て
、
A

に
対

照
的

に
整

え
ら

れ
、
並

置

さ

れ
て

い
る

の
が
看

取
さ

れ
る
。

「名

」
字

は
国

語

の
訓

み

に
準

じ

て
句
末

に

置
く

の
が
普

通

で
あ

る

が
、
漢

語
的

な
表
記

な
ら
ば

、
頼
庸

校
訂

本

・
国
民

古
典

全
書

本

の
如

く
次

の
固
有

名

詞

に
冠

す

と

こ
ろ

で
あ
る
。

記
中

、
漢

語
的

表
現

と
国

語
風

表
記

と

の
両
様

の
文
体

に
お

い
て
、

と

も

ど
も

に
、
字
数

に
よ

っ
て
句

を
整

え
る
修

辞
的

な
手
法

が
多

く
見

ら

れ

(
6
)

る

の
は
、
早

く
福

田
良

輔
先

生

の
御
指

摘

に
な

っ
た
と

こ
ろ

で
、
贅

す

ま

で
も

な

い
。

こ
こ

で
は
、
甚

だ
対

蹴
的

な

文
体

の
差

に
注

意

す

べ
き

で
あ

る

と
思

わ

れ
る
。

即

ち
、

天
地
初

発
之

時
1
ー

久
羅

下
那
州

多
陀

用
弊
流

之
時

天
之
御
中
主
神
-

宇
摩
志
阿
斯
詞
備
比
古
遅
神

の
対

照

は
、
漢
語

表
記

と
国

語
表

記

を
整
句

に
よ

り
意
識

的

に
並
記

し

た

も

の
で
、
そ

の

こ
と
は

、
二
神

の
も

つ
神
的

性
格

よ

り
も

容

易

に
考

え

ら

れ
、
今
更

に
述

べ

る
ま

で
も
な

い
。
古

事
記

の
冒

頭

が
漢

籍
述

作

の
方
法

に
類

し

、
且

つ
影
響

さ

れ
た
も

の
で
あ

ろ
う
と

は
、
小
島

憲

之
博
士

の
説

(ヱ

か
れ
る

と

こ
ろ

で
あ
る

が
、

「
天
地

初
発
之

時
」

の

二
句

が
成

語
的

表
現

を
建

前

の
表
記

に

な
る
も

の
と
し

て
理
解

す

べ
き
も

の
で
あ

る

こ
と

は
更

め

て
認

め

ら
れ

て
よ

い
。

し

か
し

て
、
漢
籍

に
次

の
よ
う

な
甚

だ
注
目

す

べ
き
事
例

が
見

え

る
。

帝

系
譜

日
。

天
地

初
起
。

浜
津

濠
鴻
。

即
生

天
皇
。

始

万
八
千

歳

以

木

徳
王
。

(太

平

御
覧

、
巻

一

天

部

元

中
華
書

局

影
印
縮

約

宋

'
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本

)

帝
系
譜

は
旧
唐
書

経
籍

志
上

に

「帝

系

譜

二
巻

張
惜

等
撰

」

(巻

二
十

六

)
と
記

載

さ
れ

、

(新

唐
書

経
籍

志

も
同

文

「
張
惜

等
撰

帝

系
譜

二
巻

」
。
階

書

経
籍

志

に

は
載

せ
な

い
。

)
張

情

と

い
う
名

は
、
張
建

封

の
子

と
し

て
新

唐
書

列

伝
八
十

三

に
そ

の
伝
記

を
付

し

て
お

り
、
徳
宗

(
七
七

九

ー
八

○
五
在

位

)

の
頃

の
人
物

で
あ

る
。

し

か
る

に
、
芸

文
類

聚

に
、

項

峻
始
学

篇

日
。
地

皇

十

一
頭
治
八

千
歳
。

帝
系

譜

日
。

地
皇

治

一

万

八
千
歳

以

火
徳

王

。

遁
甲
開

山
図

日
。

地
皇

興
於
熊

耳
龍

門

山
。

(
巻

十

一
帝
王
部

一

地
皇

氏

宋

紹
興
景

印
本

)

と
あ

っ
て

、
帝

系

譜

の
書
名

が
見
え

て

い
る
。

前

後

す
る

、
始
学

篇

は
呉

の
項

竣

の
撰

で
あ
り

、
遁
甲

開
山

図

は
闘

名
。

そ

の
撰
述

年
代

は
確

か
な

こ
と

が
わ

か
ら
な

い
が
、
芸

文
類
聚

に
数

条

の
引

用
を

見

、
現

存

の
残
簡

は
そ

れ
ら

の
記
事

を
欠

く
。

帝
譜

系

が
建
封

の
子

張

惜

の
撰

に

な
る
も

の

で
あ

れ
ば

、
欧
陽

胸
等

編

の
芸
文

類

聚

(六

二
〇

年
代
成

立

)
に
そ

の
名

か
見

え
る

の
は
、当

然
撰

述

年
代

に
関

し

て
雌

臨

を
生

じ

る

こ
と

に
な
る
。

芸

文
類

聚

に
後

人
窟

入

の
詩

文

が
存
す

る

こ
と

は
よ

く
説

か

れ
る
と

こ
ろ

で
、

こ

の
帝
系

譜

引

用

の
記

事
も

そ

の
疑

い
が
大

き

い
が
、
そ

の
間

の
事

情

を

十
分

明

ら
か

に
す

る
こ
と

が

で
き
な

い
。

し

た
が

っ
て
、
前

掲

の
太

平

御
覧

所

引

の

一
文

が
、

八
世

紀
を

ど

の
程

度

遡

る
も

の
か

ど
う

か
未

だ

問

題
が

あ
る
。

し

か
し
、

こ
こ
で

は
、

こ

の
帝

系

譜

の
記
事

と
古

事
記

冒

頭
句

と

の
直
接

の
影
響

関
係

に

つ
い
て
触

れ
よ

う

と
す
る

の
で
は
勿
論

な

い

。
い
わ

ゆ
る
別

史

の
類

は
、
混

元
開

開
、

三
才

肇
位

に

そ

の
記

述
を

始

め

る

の
が
常

で
、
古
事

記

、
昭
本

書
紀

も
形
式

的

に

は
そ

の
点

で
多

分

に
類

範

を

で
な

い
こ
と

は
指
摘

さ

れ
て

い
る

が
、

ほ
ぼ
時
代

を

同
し

う
す

る
海

彼

の
文
献

に
お

い
て
、
混

沌

よ
り

の
天
地

の
始

成

を
、

「
天
地

初
起

」

と

表
現

し

て

い
る
事
例

に
注

目

し
た

い
の
で
あ

る
。
こ
の
類

の
書

に
共
通

の
、

意

を
尽

く
し

た
も

の
で
な
く

、
論
理

を
辿

る

こ
と

の
困
難

な
、
簡

略

な
文

体

で
は
あ

る

が
、

「太

始

よ

り
天
地

が
初

め

て
起

る

や
、
未

だ
元
気

の
分

か

れ
ざ

る
浜
津

濠
鴻

の
中

に
天
皇

が
生

じ

た
。

」

と

い
う

の
で
あ

る
。

こ
こ

で
は
、

天
地

の
生
成

が
杳

冥

よ
り

の
出
現

そ

の
こ
と

に

つ

い
て
記

さ
れ

、

「初

起

」

の
語

が
用

い
ち

れ
た

の
で
あ

ろ
う
。

つ
ま

り
、

「
天
地

が
初

め

て

『
オ

コ
ル
』

」
と

い
う
創

世

の
発
想

が
、

漢
語

の
成

語

に
よ

っ
て
表

現

さ
れ
て

い
る

の

で
あ

っ
た
。

形

と
し

て

は
古

事
記

に
甚

だ
似

て

い
る
と

い

わ
ざ
る

を
得

な

い
。

「
天
地

初
発

」

の
訓
義

に
関

す
る
漢

語

の
類
例

と
し

て
は

、
専

ら

「
開

閣

、
剖

判
、
初

判

、
初
分

、
初

開
、

初
閥

、
始

萌

」
等

の
用
語

が
引

か

れ

る

の
が
常

で
あ
る

が
、

こ

の

「
天
地
初

起

」

の
例

と

と
も

に
、
次

の
よ

う

な

事
例

が
あ

る

こ
と
も
看

過

で
き
な

い
。

乾
坤

肇
立
。

三
才
是

生
。

狼
弧
垂

象
。

実

惟
兵

精
。
(
胡
綜

、
黄

龍
大

牙
賦

、
全

三
国

文

六
十
七

)

一
説
。

三
皇

謂
天
皇

地
皇
人

皇
為

三
皇

。

既
是
開

閥
之

初
。
図

緯
所

載
。

不
可

全
奔

。
故

兼
序

之
。

天
地

初
立
。

有

天
皇

氏

十

二
頭
。

(

三
皇

本
紀

)

芸
文

類
聚
第

六

十
軍
器

に
引

く
黄

龍
大

牙
賦

は

「乾
坤

肇

立
。

三
才
是

生
。

」

の
句

を
欠

く
。

三
皇
本

紀

は

い
う
ま

で
も
な

く
唐

司
馬
貞

の
手

に

な

る
。

こ
の

「
乾
坤

肇

立
」

「
天
地

初
立

」

に
お
け

る

「
肇

立

・
初
立

」

は
広
雅

釈
詰

に

「
立
猶
造

設

也
」

、
漢
書

の
注

に

「
定

也
」

と
字

書

に
引

き

、
松

村
武

雄
博

士

の
引

か
れ

た
五
運

歴
年
記

に
、

元

気
濠
鴻

。

萌
芽

弦
始
。

遂
分

天
地

。
肇

立
乾
坤
。

啓

陰
感

陽
。

分
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布
元

気
。

乃

孕
中
和

。
是
為

人

也
。

と
紅
卵
ポ

三
皇

本
紀

の
粉

本

と
な

っ
た
帝
王

世

紀
に

「
天
地

開

開
」

と
あ

る

こ
と
な

ど
よ

り
、
天

地

の
各

の

「
定

位
」

を
指

す

こ
と

は
間
違

い
な

い
。

口
方

、
「
天
地
生

」

の
成
語

は
古

く

か
ら

あ
り
、
類
書

で
は

、

,

有

物

混
成
。
先

天
地
生

。
乃
剖
乃

判

二
儀
。
既
分
高
卑

。
以

陳

貴
賎
。

(
芸
文

類

聚
巻

三

卜
六

人
部
上

隠
逸

上

)

右

の
晋

の
庚

凱

の
幽
人
箴

に
引

く
。

天
地

の
生
成

を

剖
判

と
見

る

の
は
漢

籍

に
お

い
て
で
は
当

然

の
こ
と

で
、
書

紀

第
五

の

一
書

は

、

「
天
地
未

生

.

之

時

」

と
記

す
。

今

か

り
に

こ
れ

ら

の
用
語

の
諸
例

を

、
分
析

的

な
表

現

で
な

い

「
天
地

之
初

(始

)
」

の
用
語

と
共

に

(

「
天

地
之
始

有
名
。

万

物

之

母
。

」

(老

子
第

一
章

)
、

「
列
團

冠

日
。
有

形

生
於
無

形
。

天

地

之
初
。

有

太
易
有

太

始
。

…

…
乃

謂
天
地
之

初

。
有

渾
敦

氏
者

云

々
」

(

路
史

初

三
皇

紀

)
な
ど
。

国
内

の
例

は
宣

長

が
あ

げ

る
。

)
、

そ
の
表
現

の
段

階

に
区
別

し

て
図
示

す

る
と

次

の
如

く

な

ろ
う
。

天
地
之
初

(始
)

口

(天
地
混
成
之
時
)

先
天
地
生
-ー
天
地
開
開

(初
判
等
を
も
)
11
天
地
初
立

(肇
立
)

「
天
地
初
起

松
村

博
士

の
用

語

を

お
借

り
す
る

と
、

こ
の
図

は
啓

発

説

と
剖

判

観
を

縦

の
系

列

に
段

階
的

に
、

そ

ろ
え

た
こ
と

に
な

る

が
、
剖

判
思

想

が
建
前

で

も
、

そ

の
具
体

的

な
表

現

は
種

々

の
用
語

を
採

用

し

て

い
る

の
で
あ

る
。

調
査

の
範

囲

に
よ

り

そ

の
数

は

い
く

ら
も
増

え
よ

う
。

一
方

、
古

事
記

で

は
序

文

に

「
乾

坤

初
分

」

、
上

巻

冒
頭

に

「
天

地
初

発

」
と
記

し

て

い
る
。

序
文

の
文
辞

が
、
本

文

と
語
学

的

な
見

地
よ

り
も
有

機

的

な

つ
な
が

り
を

有

す

る
も

の
で
あ

る

こ
と

は
既

に
述

べ
た

こ
と

が
あ

葡

が
、

「
初
分
」

と

「初

発

」

の
並

記

は
、

「
発
」

字

を

オ

コ
ル
と
訓

む
場

合

に

お

い
て
も

表

現

の
手

法

と
し

て
は
岨

酷

を
来

た
さ

な

い
の
は

、

こ

の
漢
籍

の
事

例

に
比

考

し

て
明

ら
か
な

こ
と

で
あ
る
。

訓
詰

の
問

題

と
し

て

は
、

む
し

ろ
、
そ

の
字

義

の
相
違

に

こ
そ
注
意

せ
ら
る

べ
き

で
あ

る
。

し

た
が

っ
て
、

ヒ

ラ

ク
説

、

ワ
カ

ル
説

は
採

る

こ
と

が

で
き
な

い
。

「
天

地
初
起

」

の
例

が
漢

籍

に
見

え

る

か
ら

で
あ
る
。

し

か
し

て
、

次

に

「
初

発

」

の
用
語

の
語

義

が
更

め

て
問

わ

れ
る

こ
と

に
な

ろ
う
。

二

「初
発
」
の
事
例
と
訓
み

「
天
地

初
発

」

の
例
を
漢

籍

に
求

め
る

こ
と
は
不
可
能

に
近

い
と
思

わ

れ

る
が
、

「
初

発
」

の
用
語

は
諸

書

に
散

見
す

る
。

山
田
孝

雄
博

士

は

「
支

那

で
は
、

初
発

の
二
字

を

併

せ
て
使

っ
た

例

は

な

い
」

と
し

て

「
初

発

己
為

人
天
之

師
」

(浬
樂

経

)
、

「
初

発
之
願

無

不

周
円
」

(梵

綱
経

古
述

記

)

の
例

評

脇
げ

ら
れ

、

オ

コ
ル
の
意

と
認

む

べ
き
も

の
で
あ
る

こ
と

を
述

べ
ら

れ

た
が
、
以

後

、
古

事
記

の

「
初

発
」

(
12

)

を
漢

訳
仏

典
由

来

の
も

の
と
す

る
考

え

は

ほ
ぼ
定
説

化
し

た
感

が
あ

る
。

成

程

、
仏

典

に

こ

の
語

は

よ
く
見

え

る
も

の

で
あ

る
が

、
外
典

に
な

い
わ

け

で
は
な

い
。

凡
思

緒

初
発
。

辞

釆
苦

雑
。

心
非

権
衡
。

勢

必
軽
重
。

(
劉
魏

、
文

心
雛
龍

、
鋳
裁

第

三
十

二

)

夫
天

之
徳

。

貴
生

悪
殺

。

冬
至
少

陽
初

発
。

萌
芽
之

漸
。

…

…

(中

略

)
…
…
夏

至
少
陰

肇
起

。
殺

気
自

興
。

(干

讃

、
冬
夏
至

寝
鼓

兵

議

、
全
晋

文
第

百
三

十

二
)

惟

厭
疾

之
初
発
。

若
常

疾
之
軽
微

。
末

経

日
而

沈
篤

。
(
高
貴

卿

公

、
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傷
魂

賦

、
芸

文
類

聚
第

三
十

四

人
部

、
全

三

国
文

第
十

一
所

引
同

文

)

受
命

師
漢

祖
。

英

風

万
古
伝
。

沙

中
義
初

発
。

山
中
感

弥

玄
。

(
嵯

峨

天
皇
御

製

、
史
記

講
寛

賦
得

張

子

房
、

文
華

秀
麗
集

中

)

右

は
唐

以
前

の
例

(
文
華

秀

麗
集

の
そ

れ

は
、
我

が
邦

に

お
け

る
も

の

と
し

て
参

考
ま

で
に
)

で
あ

る
。

他

(外

)
動
詞

と

し

て
、
用

い
ら

れ
た

「
初

発
息

長
足

日
広

額

天
皇

喪

」

(
書

紀
、
皇

極

元

年

)

の
如

き
例

は
漢

籍

に
も
か

な

り
見

え
る

が
、
勿

論

一
々
引

か
な

い
。

こ
れ

ら

の
事

例

に
お

け
る

「
初
発

」

は
す

べ

て
事
態

の
出

現

に
関
す

る
も

の

で
、

「
ハ
ジ
メ

テ

オ

コ
ル
」

の
意

で
あ

る

こ
と

鳳
明
白

で
あ

る
。

干

讃

の
文
章

で
は

「初

発

」

と

「
肇
起

」

の
語

が
対
句

に
使

用

さ

れ

て

い
て
、

「
初

発

」

の
語
義

を

確

か
め
る

の
に
都

合

が

い

い
の

二
方

、

「
発
」

字

を

オ

コ
ル
の
意

で
、
し

か
も

ヒ
ラ

ク
と
訓

ん

だ
例

も
、

た

と
え

ば
、

大

悲

の
堅
固
難

う

壌

の
勇
猛

精
進

元

ー
尽

の
誓

願

を
発

キ

た
ま

ひ

(

き

)

〔起

〕
。

(
地
蔵

十

輪
経
元
慶

七
年

点

、
古

点
本

の
国

語
学

的

研
究

訳

文
篇

一
五

頁

)

右

の
如

く

な

い
で
は
な

い
が

、

大
精
進

堅

固

の
誓
願

を

発
し

き
。

(
同
書

一
九

頁

)

の
例

に
見

え

る
よ
う

に

、

か
か
る

場
合

も

、
オ

コ
ス
乃
至

は
字
音

サ
変

動

詞

で
訓

む

の
が
本

来
的

な

も

の

で
あ

ろ
う
と
思

わ

れ
る
。

「
発
」

は
字
書

に

「
開

也
」

(辞

海

)
と

も

あ
り

、

「
開

発
」

の
熟
字

で
多

用

さ
れ

、
ま

た

「
延
之
嘗

問
飽

照
己

与
霊

運

優
劣
。

照

日
。

謝

五
言

姐
枷

発
莞

蓉
・

自

然
可

愛
」

(
南
史

巻

三

十
四

顔
延

之

伝

)

の
場

合

な
ど

は

ヒ
ラ

ク
と
も

サ

ク
と
も

訓

む

べ
き

で
あ

ろ
う
。

類

聚
名

儀
抄

に

も
ヒ

ラ

ク

の
訓

を
付

し

て

は

い
る
。

し

か
し
な

が

ら
、
前

掲

の
「
初
発

」
の
事
例

に

つ
い
て
み

る
に

、

天
然

の
現
象

の
或

る
事
態

の
出

現

に

つ

い
て
用

い
ら
れ

た
も

の
に

つ

い
て

は

、
や

は
り

ハ
ジ

メ

テ
オ

コ
ル

の
訓

み

が
妥
当

と
思

わ

れ
る
。

こ

の
意

味

で
は
、
古

事
記

の

「
天
地

初
発

」
を

ワ
カ

ル
説

・
ヒ

ラ
ク
説

に
従

っ
て
訓

む

の
は
、
穿

の
過

ぎ

た
も

の
と
言

わ
ざ

る
を
得

な

い
。
「
天
地

初
起

」

の
用

例

が
あ

る

に
お

い
て

は
更

に
そ

の
こ
と

が

確
か

め
ら
れ

よ
う
。

「
天
地

初

発
之

時
」

の
句

の
訓
話

に

お

い
て
、

い
わ

ば

、
同
時

代

的

な
漢
籍

に
見
え

る

「
初

発

」

の
事
例

を
看

過
す

る

わ
け

に

は

い
か
な

い
の

で
あ

る
。

杳
冥

な
る
太
素

よ
り

の
天
地

の
始

成

を
、
安

万

侶

は
上

表

文

で

「
乾
坤

柳

外
」

、
本

文

で

「
天

地
初
発

」

と
書

き
分

け

た
。

そ

れ

は
上
表

文

と
本

文

の
も

つ
質
的

な
相

違

を
十

分

に
認

め
た
上

で

の

こ
と

で
あ

っ
た
。

結

局

常

識
的

な
理

解

に
落
付

か

ざ
る
を
得

な

い
の
で

あ
る

が
、

四
六

の
句

に
粉

飾

を
加

え

た
外
国

語

と
し

て

で
は
な
く

、
古

事

の
記
録

と

し

て
は
、

天
地

の
始
成

を
分

析
的

に
表

現

す

る
よ
り
も

、
事

態

の
出

現
を
出

現

の
現
象

そ

の
も

の
と

し

て
、
そ

の
ま

ま

に
文
字

に
定
着

さ

せ
る

方

が
望

ま

し

い
と

い

う
彼

の
主

体
的

な
表

現
意

図

に
因

る
も

の
と
解

す

べ
き

で
あ

ろ
う

と
思

わ

れ

る
。

「
天
地

初
起

」

と

い
・つ
よ
う

な
拙

劣
な

表
現

を
採

ら
ず

に

、

「
初

発

」

の
語

を
も

っ
て
し

た
彼

の
苦
心

を
知

る

べ
き

で
あ

る
。

ア

メ
ツ

チ

が

オ

コ
ル
と

い
う

表
現

は
、

い
か

に
も
国
語

と

し

て
は
熟

さ
な

い
も

の
で
は

あ
る

が
、

や
は

り

、

「
天
地

初
発

」

は
ア

メ

ツ
チ

が

ハ
ジ

メ
テ

オ

コ
ル

の

意

で
記

さ

れ
た
も

の
と
思

わ

れ
る

三

「名
」
字

の
訓
み

次

に
、

「
於

高

天
原
成

神

名
」

の
句

の

「
名

」
字

の
訓

に

つ
い
て
考
え

て

み
た

い
。

こ
の
種

の

「
名

」
字

が
名

詞

と
し

て
訓

ま

れ
る

べ
き
も

の
で
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(
13

)

あ
る

こ
と

は
、

既

に
尾

崎
知

光

氏

が
詳

し
く
説

か
れ

て

い
る
。

こ

こ
で
触

れ
よ

う

と
す

る

の
は

、

「
　

の

(
御

)
名

は
　

神

(命

)
。

」

と

い

う
類

型

で
、

す

べ
て

の
例

が
体

言
終

止

の
形

で
列
挙

さ
れ

て
ゆ
く
訓

み

の

可
否

に

つ
い
て

で
あ

る
。
従

来

、

こ

の
体

言
終

止

に

つ
い
て
疑
問

が
提

出

さ

れ

た
こ
と

は
全

く

な

い

の
で
あ

る
が

、
巻
初

よ

り
神

名

の
羅
列

で
、

こ

と

ご
と

く
体

言
終

止

の
散

文

に
な

る
の
も

訓

読
上

落

ち

つ
か
な

い
詠
勃

泌

あ

る
。

「
御

涙

に
成

り
ま

せ
る
神

は
香

山

の
畝

尾

の
木

の
本

に
坐
す

名

は

泣

沢
女
神

。

」

(
記

伝

)

の
よ
う

な
訓

読

に
何

ら

か

の
抵

抗

が
感

ぜ
ら

れ

ず

に

は
お

れ
な

い
の
も

、

こ

の
場

合

に

の
み

「
名

」
字

を
動

詞

に
訓

も
う

と
す

る
注

の
あ

る

こ
と

に
よ

っ
て
明

ら

か
で
あ

る
。

「
名

」

を
冠

す

る
体

言

終
止

の
文

に
は

、
訓
読

の
際

に
指
定

の
陳

述

を
添

え

る
も

の
が
あ

っ
た

の
で
は
な

か

ろ
う

か
。

記
中

、

「
名
」
が
固
有

名

詞

に
冠

せ
ら

れ

て

い
る
様
式

を

整
理

す
る

と

次

の
よ
う

に

な
る
。

一
イ
成
神
名

ロ
所
成
神
名

ハ
所
成
坐
神
名

二
所
成
神
御
名

ホ
所
成
神
…
…
名

へ
所
生
神
名
謂

ト
生
神
名

チ
生
子
名

リ
生
子
名
謂

ヌ
生
子
御
名

ル
所
生
之
子
名

上

6

上

26

上

1

上

6

上

1

上

1

上

3

上

1
中

1

中

1

上

1

上

1

ヲ
阿

礼
坐
之

御

子
名

ワ
子
生

出
名

ニ

カ
亦
名

う

ヨ
亦

名

謂

タ
亦

御
名

謂

レ

一
名

ソ
本

名
云

ッ
称

(其

)
御

名

謂

三
ネ
…

…
名

謂

ナ
名

…
…

謂

ラ
名

…
…
云

ム
名

賜

謂

ウ
賜
名

号

ヰ
負
名
号
ー

ノ

(
…
…

)
名

1

+
(
動

詞

)

オ
動

詞
「
.…
名

一

ク
動
詞

…
…
亦

名

一

中

1

上

1

上

8
中

12
下

13

上

%
中

1

上

2

中

1

中

1

中

2

上

4
中

2
下

2

上

1
中

1

上

1
中

1

上

1
中

1
下

1

上

1

上

1
中

14
下

3

上
10
中

17
下

3

上
1

四

ヤ
僕
者
国

神
名

宇
豆

毘

古
。

(
中

一
ウ
七
、

以
下
古

事

記
大
成

索

引

篇

1

の
丁

数

に

よ
る
。

)

マ
僕

者
国

神
名

援

田
毘

古
神
也

。

(上

四
八

オ

ニ
)

吾

者

…

…
名

倭

男
具

那
王
者

也
。

(
中
三

九

オ
三

)

ケ
僕

名

謂
足

上
名

椎
。
妻

名

謂
手

上
名

椎
。
女
名

謂
櫛

名

田
比
売

。

(
上

二
ニ

ウ

こ

僕

者
国

神
名

謂
費

持
之

子
。

(
中

四

オ
七

)

僕

者
国

神
名

謂

井
氷
鹿

。

(
中

四

オ
九

)

20



僕

者
国

神
名

謂

石
押
分
之

子
。

(
中

四
ウ
三

)

己
名
謂

引

田
部

赤
猪

子
。

(
下

二
八

オ

心
)

一
⇔

は
系
譜
的

記
事

に
見

え

る
も

の

で
あ
る

が
、

「
謂
」
字

を
添

え

た

勾

「
所

生
神
名

謂

八
嶋

士
奴
美

神
。

」

(上

二
四

ウ
五

)
の

「
即
婆

其
美

人

生
子
。

名

謂
富
登

多
多

良
伊

須
須

岐

比
売
命

。
口
亦

名

謂
比

売
多
多

良

伊

須
気

余
理

比
売
。

」

(中
九

オ
)

の
例

が
注
意

さ
れ
る
。
二

は
漢

文

の

句

法

に
従

っ
て
用

い
ら
れ

た
も

の
で
、
古

く

天
寿

国

曼
茶

羅
繍

帳
銘

よ

り

例

が
見

ら

れ
る
。

刷

「
使
舎

人
名

謂

鳥
山

人
送
御

歌

日
。
」

(下

六

オ
四

)

「
己
族

名

謂
腰

楓

人
令
取

犬

縄
以
献

上
。

」

(
下

二
六

ウ
九

)
と

「
謂

」
字

を
挿

入

し
た

も

の
が
あ

る
。

㈱

は
口
ω

の
う
ち

、
会
話

文

で
名

乗

り

に
用

い
ら
れ

た
も

の
を
取

り
出

し

て
み

た
。

「
名

」
字

ゼ

ロ
指
定

ゼ

ロ
の

形

の

「
僕

意
富
多

多

泥
古

」

(中

二
ニ

ウ
ニ

)
よ

り
、
や

指
定

の
陳

述

ゼ

ロ
、
づ

助
字

に
よ

る
指

定

、
の

「
謂

」
字

の
挿

入
と
漸

増
的

に
段

階

が
あ

る
が

、
㈲

の

「
名
宇

豆

毘

古
」

は

こ

の
五

文
字

を
持

た
な

い
諸
本

に
従

う

べ
き

と

こ
ろ

で
、
古
訓

古
事

記

と

こ
れ

に
従
う

頼
庸

校
訂
本

の
み

の
記

す

と

こ
ろ

で
あ
る

か
ら

、
用
例

と

し

て
は
除

外

す

べ
き

も

の

で
あ

る
。

そ
う

す
る

と
、

「
名
」

字

を
冠

し
た
会

話

で

の
名
乗

り

の
場
合

は
、
例

外
な

く

指

定

の
陳
述

を
有

し

て
'い
る

こ
と

に
な

る
。

ま

た
、
り

の
ホ
ト

タ
タ

ラ
イ

(

ス

ス
キ
ヒ

メ

ノ
命

の
例

も
会
話

引

用

中

の
文

で
あ
る
。

こ
れ
は
注

目
す

べ

き
傾

向

と
考

え

ら
れ

る
。

こ

こ
で
触

れ
よ

う

と
す

る

の
は
一

の
様
式

に
お
け

る

「
名

」
字

の
訓

み

.

で
あ
る

が
、

系
譜
的

記

事

に
お

け
る
㈲

亦
名
　

二

亦
名

謂
　

亦
御

名
謂
　

の
事

例

が
示
唆

的

で
あ

る
。

即

ち
、

「
謂
」

字
を
有

す

る
例

が

口
揺
的

ス
タ

イ

ル
を

本
来

と
す

る
上

巻
に
集

中

し

て

(
前
掲

し

た
中

巻

の

ヒ

メ
タ

タ

ラ
イ

ス
ケ

ヨ
リ

ヒ

メ
の
例

は
神
武

記

に
見

え
る
も

の
で
、
神
武

記

に

「
亦
名
ー

」

の
形

は
な

い
。

神
武
記

の
文
体

が
中

巻

の
他

の
部
分

と
異

な
り

上

巻

の
口
論
的

ス
タ
イ

ル
に
類

似

し

て
連
続

的

な
も

の
と
考

え
ら

れ
る

こ
と

は
、

し
ば
し

ば
説

か
れ

て

い
る

)
、
㈲

ω
n例

の
各

の
比
率

が
上

・
中
下

で
は
全

く
異

な

っ
て

い
る

の
で
あ

る
。

上
巻

で
は

「
…

…

ト

イ

フ
」

の
訓

み
を

添

え
る
方

が
よ

り
基
本
的

で
あ

っ
た
と
思

わ
れ

る
。

因

み
に

、
日
本
書

紀

に

は

「
亦
名

謂
ー

」

の
例

は
な

い
。

上
巻
諸

神
生

成

の
系

譜

で

「
亦

名
」

を
有

す

る
も

の
は
例

外

な

く

「
生
神

名
ー

、

亦
名

謂
ー

」

の
形

で
記

さ

れ

て

い
る
。

こ
れ

に
よ

れ
ば
、

「亦

名

」
を
付

さ

な

い
場

合

の

「
名

」
字

に

「
…

…

ト

マ
ヲ

ス

・
…

…

ト
イ

フ

・
…
…

ゾ
」

等

の
指
定

が
訓

み
添

え

ら
れ

る
可
能

性

が
考

え
ら

れ
る
。
系

譜
的

記
事

で

は

一
例

で
あ
る

が

「
所
生

神
名

謂
八
嶋
士

奴
美

神
。

」

の
例

が
あ

っ
た
。

「
即
癸

其
美

人
生
子

。
名

謂
富

登
多
多
良

伊
須

須

岐
比
売

命
。

」
は
会
話

中

の

.
文

で
あ
る
。

八
嶋

士
奴
美

神

の
例

は

、
大
国
主

系
譜

に
見
え

る
も

の
で

、
周
知

の
よ
う

に
、
そ

の
資
料
性

に
問

題

が
多

い
の
で
あ
る

が
、
或

い
は
却

っ
て
、
古
事

記

編
纂

の
際

の
編
纂

者

の
訓

み
を
反
映

す

る
二
次
的

籍
鰯
麟
雛
胤瓢
麓
鰐

蕊
穀
=諜
聾
縫
脈

仏

、
名

は
宝
王
大
光

照
如

来
応

正
遍

知
と

ま
を

す
有

し

て

〔於

〕
世

に
出
現

(
し

)
た
ま

へ
り
キ
。

(有
仏

。
名

宝

王
大
光

照
如
来

応

正

遍

知

。
出
現
於

世
。
)

(
西
大
寺
本

金
光

明
最

勝
王

経
古
点

、

五
四
頁

九
行

)

今
法
門
有

り
。

名

を
ば
無

染
著

陀
羅
尼

と

い
ふ
。

(今
有

法

門
。

名

無

染
著

陀
羅
尼

。

)

(右

同
、

一
二

二
頁

二
行

)

正
遍

知
有

し

キ
。

名

は
宝

髪

と
ま
を

し

キ
。

(有

正
遍

知
。
名

宝

髪

。

)

(
同
右

、

一
六
四

頁
九
行

〉
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善
女

天
時

に
長

者

子

の
妻

あ

り
キ
。

名
を

ば
水

肩
蔵

と

い
ひ
キ
。

(

善

女
天
時

長
者

子
妻

。
名

水
肩

蔵
。

)
(同

右

、

一
七
八

頁

=

二
行

)

〔於
〕
搬
会
の
中
に
天
帝
有
り
。
割

充
垢
生
と
い
ふ
。

(於
衆
会

中
。

有

天
帝

名

禿
垢

生
。

)

(地
蔵

十
輪

経

元
慶

七

年
点

、

五
頁

一

三

行

)

璽

物
)
時

(
に

)
、

衆

の
中

に
、
韮
.薩

摩
詞

薩
有

(
り

)
脚
マ名

は

好

ー
疑

門

と

い
ふ
。

(爾

時

衆
中
有

菩
薩
摩

訂

薩
。

名

好
疑

問
。
)

(
同
右

、

二
〇
頁

二
三

行

)

大

羅
刹

の
母
有

り
。

名

は

刀
剣
眼

と

い
ふ
。

(
有

大
羅

刹

母
。
名

刀

剣

眼
。

)

(
同
右

、
七

〇
頁

六
行

)

爾

(
の
)
時

復
大

羅
刹

(
の
〉
母
有

(
り

)
。
名

は
刀
剣

口

(
と
)

壕

(爾
時
復
有
大
羅
刹
母
。
名
刀
剣
口
。
)

(同
右
、
七
二
頁

一

一
行

)

時

(
に

)
毘
舎
離

に
婬

女
有

(
り

)
。

字

は
篭

婆
羅

婆
梨

と

い
ふ
。

(
時

毘
舎

離
有

婬
女
。

字

養
婆
羅

婆

梨
。
)

(小

川
本

願
経

四
分
律

古

点

、

甲

一
九
頁

四
行

)

.

時

(
に

)
王
舎

城

に
童

女
有

(
り
)
。

字

は
婆

羅

蹟
提

と

い
ふ
。

(

時

王

舎
城
有

童

女
。
字

婆

羅
蹟
提

)

(同

右

、
甲

一
九

頁

一
五
行

)

「
名
」

が

固
有

名

詞

に
冠

せ
ら

れ
、
名

詞

の
形

で

「
名

(字

)

ハ
」

と

訓
ま

れ

る
場

合

は
、
全

く
例
外

な

く

「
ト
イ

フ

・
ト

マ
ヲ
ス
」

の
補
読

が

ヲ

コ
ト
点

に
ょ

っ
て
な

さ

れ
て

い
る
。
漢

文

の

「

(有

)
　

、
名
　

」

の
句

法

は

「
名

日
　

・
名

為
　

」

の
形

に
準

じ

て
、

呼
応

し

て
訓

読

す
る
習

慣

が
早

く

か
ら
成

立
し

て

い
た
よ

う

で
あ

る
が
、

古
事
記

で
は

日
㈱

の又
昔

有
新

羅
国

主
之

子
。

名

謂
天
之

日

矛
。

(
中

六

六

オ
五
)

新
羅
国

有

一
沼
。

名

謂
阿

具
奴

摩
。

(中

六

六

オ
七

)

の
例

が
こ
れ

に
照
応

す

る
。

漢

文

の

「
名

日
　

」

の
句

法

に
準
ず

る
も

の
で
あ

る
が

、

「謂

」
字

を
添

え

て

い
る
点

が
注
意

さ

れ
よ
う
。

因

み
に

上
代

の
散

文

文
献

で
は

、
書

紀
を

は
じ

め
五

風
土
記

に
も

こ

の

「
有
　

名

謂
　

」

の
形

は
例

が
見

え
な

い

(
「
名

日
　

」

の
形

は
勿
論

多
用

さ
れ

て

い
る

)

の
で
あ

る
。

点
本

の
訓
読

語

に

お
け

る

「
名

ハ
　

ト
イ

フ

・
マ
ヲ
ス
」

の
定

型

は

か
な
り

遡

っ
て
使

用

さ
れ
得

る

の

で
は
な

か
ろ

う

か
。
漢

文
的

表
記

を

基
本

と

し

て

い
る
上

代

の
散

文

の
訓

み

に
関

し

て

補

読

の
必
要

を

、
初
期

訓
読

語

の
定
型

の
中

に
求

め

る

の
は
当

を

得

た

こ

と
と
思

わ

れ
る
。

上
代
の
指
定
の
讃

に
つ
い
て
は
春
日
和
男
先
生
の
詳
し
く
お
説
き
に

な

っ
て

い
る
と

こ
ろ

で
、
係

助

詞

に
応

ず

る
述
語

の
形

は
、
体
言

終
止

指

定

形
式

ゼ

ロ
の
型

が
国

語

と
し

て

は
本
来
的

な

も

の

で
あ

る

が
、
八

世
紀

の
漢

文

の
訓
読

文

に
、
散

文

の

ス
タ
イ

ル
と
し

て
は
、
指
定

の
陳

述

を
添

え

た
形

が
用

い
ら

れ
た

こ
と

は
予
想

さ

れ
る

こ
と

で
あ

る
。

当

面

の

「
名

」
字

の
訓

み

に

つ

い
て

な
ら

ば
、

「
謂
」

字

を
添

え
る
形

が
諸
様

式

を
通

じ

て
見
出

さ

れ
、
上

巻

の
系
譜

的
記

事

で

は
、

「
亦
名

」

を
あ

げ

る
場
合

「
亦

名

謂
ー

」
,の
形

が
支

配
的

で
あ

る

こ
と
、
会
話

に
お

け

る

「
名
」

を
含

む

文
が
例

外

な
く
指

定

の
陳
述

を

用
字

の
上

に
顕
在

さ

せ

て

い
る
こ

と

、
初

期

の
漢

文
訓

読
語

に
お

い
て

「
名

ハ
　

ト

イ

フ
」

の
定

型

が
確

立

し

て

い
た

こ

と
な
ど

を
勘
案

す

る

に
、
冒

頭

の

「
於
高

天
原

成
神

名
。

…

…
神

産
巣

日
神
。

」

の

「
名
」
字

も

「

(
み

)
名

は
…
…
神

産
巣

日

神

と

ま

を
す
」

と
補
読

し

た

い
と

こ
ろ

で
あ

る
。

た
だ

し
、
前

掲

の
名
詞

的

用
法

の

「
名

」
字

を
、

日
㈱

の
例

は

あ

っ
て
も

、
文
体

を
異

に

す

る
中

.

下

巻

の
場
合

も
含

め

て
、

こ
と

ご
と

く
を

「
ト

イ

フ
」
型

に
読

み
添

え
得
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る

か
否

か
、
更

に
は
、

「
名

」
字

を
冠

し

な

い
神
名

・
人
名

を
羅
列

し
た

系
譜

は

ど

の
よ
う

に
訓

む

の
か
と

い
う

こ
と

に
な

る
と

速
断

は
許

さ

れ
な

い

.
こ
と

は

「
系
譜

的
記

事

の
訓

み
」
と

い
う
原

理
的

な

問
題

に

つ
な

が
ろ

う
。

金

石
文

乃
至

は
書

紀

の
古

訓

に
適

例

が
皆

無

で
あ
る

の
も

問
題

と
な

る
。

し

た

が

'.
て

、

こ

こ

で

は

、

「
名

」

字

の
訓

み

に

つ

い

て

の

「
ー

ト
イ

フ

・
マ
ヲ

ス
」

の
補

読

の
可

能

性

の
み
を

一
試
案

と

し

て
提
出

す

る

に

と

ど

め
て

お
き

た

い
。

む
す
び

以
上

の
検
討

に
よ

っ
て
、

古
事
記

上
巻

巻
初

の

一
文

の
訓

み

は
、

あ

め
つ
ち

お
こ

(
17
)

た
か
ま

天

地
初

め
て
発

り
し
時

(
に

)
、
高

天

の
原

に
成

れ

る
神

の

(
み

)

各

は

、
天

之
御

中
主

神

、
次

に
高

御
産

巣

日
神

、
次

に
神

産
巣

日
神

(

と
ま
を

す

)
。

と

い
う

こ
と

に
な

る
。

古

事
記

に
お

け
る
高

次

の
文
献

批

判

は
、
用

字

に

つ

い
て

の
十
分

な

る
語
学

的

検
討

を

、
そ

の
基
礎

的
段

階

に
お

い
て
必
須

と
す

る
と
思

わ
れ

る
。

従

来

、
創

世
神

話

の
解
析

の
み

で
は
必

ず

し
も

十

分

に
は
説
得

力
を
有

し
な

か

っ
た

オ

コ
ル
説

も

、
漢

土

の
用
語

に
よ

っ
て

支
え

ら

れ
る

こ

と
が
明

ら

か
と

な

っ
た
。
敢

え

て
、

文
字

の
穿
竪

の
み
に

終
始

し

た

の
も

そ

の
故

で
あ

る
。

(
二
九

六
五

・
五

・
二
〇

)

「

『
天
地

初
発
之

時

』

の
訓
義

」

「
文
芸

と
思
想

」
第

二
号

昭
和

二
十

六
年

三
月

「
日
本
神
話

の
研
究
」

第

二
巻

一
九

頁

「
古

事
記

燈
」

「
富

士
谷

御
杖

集
」

第

一
巻

三
五

六
頁

山

田
孝
雄

「
古

事
記

上
巻

講
義

一
」

一
九
頁

「
古

代

日
本
文

学
思

潮
論

(
Ⅱ
)
」

第

一
章

六
二

頁

太

田
氏

は
、

そ

の
訓
読

の
困
難

な
点

自

体

に
、
安

万
侶

の
抵

抗

感

と
本
文

設
定

の
意

識

を
見

よ
う

と

さ
れ

て

い
る
。

注

(
4

)

六

四
頁

「
古
事
記

表
記

の
不

統

一
に

つ
い

て
」

「
台

大
文

学
」

第

七
巻

五

号

一
六
ー

一
九

頁

昭
和

十
八

年
三

月

「
上
代

日
本

文
学

と
中
国

文
学

上
」

二

〇
二

～
二

〇
五

頁

注

(
7
)

に
同

じ
。

「
日
本
神

話

の
研

究
」

第

二
巻

三
二
頁

拙

稿

「
古
事

記

に
お

け
る
直

叙
様

式
1

口
之

・
口

者

の
用
字

に

つ
い
て
ー

」
「語

文
研

究
」
第
十

八
号

昭
和

三
十

九
年

八
月

「
古

事
記
上

巻
講

義

二
」

一
八
頁

注

(
7

)
二
五

三
頁

太

田
善

麿

・
神

田
秀

夫
校
註

日
本

古
典

全

書

「
古

事
記

上
」

校

異

補
記

二
九

七
頁

西

田
長
男

「
日
本
古

典

の
史
的

研
究

」
第

四
章

第

三
節

「
古

事

記

の
仏

教

語
」

六

六

一
頁

「
古

事
記

の
句

読

と
訓
法

に
関

す

る

一
考

察
-

於
高

天

原
成

神

名

に
、
つ
い
て
ー

」

「
香

椎
潟
」

第

八
号
昭

和

三
十

七
年

十

二
月

便
宜

上

「
名

」
字

で
句

が
切

れ

る
も

の
を
も

一
括

し

た
。
傍

線

の
部

分

に
固
有

名

詞

が
く

る
。

上

8
中

12

t
は
上

巻

に
8
例

中
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巻

に

12
例

の
意

で
あ

る
。

文
字

の
諸

本

に

よ
る
異

同

に

つ

い
て

は
す

べ
て
省

略
す

る
。

)

用
例
は

春
昭
政
治
「
頼

金
光
明
彦

王
経
古
占
{の
国
語
学
的

研
究

乾

」
、
中

田
祝

夫

「
古

点
本

の
国

語
学

的
研

究

訳

文

篇
」

、
大

坪
併

治

「
小

川
本
願

経

四
分
律

古
点

」

(
訓
点

語

と
訓
点

資
料

別
刊
第

一
)

に
ょ

る
。

「
指
定
表

現

の
様
式

ー
発

生

過
程

よ

り

の
考
察

1
」

「
文
学
研

究

」
第
五

十
輯

昭
和

二
十
九

年
十

二
月

「
二
」

の
読

み
添

え

に

つ

い
て
は
、
中

田
祝

夫

「
ト
キ

と

ト
キ

ニ
の
訓
点

」

「
語
文
研

究

」
第

十
号

昭

和
三

十
五
年

五

月
参

照

付
記

本

稿

は
昭
和

三

十
八

年
十

一
月
十

六

日
第

十
三

回
西

日
本
国

語

国

文
学

会

(於

鹿

児
島
大

学

)

に
お

い
て
発

表

し
た
も

の
を
稿

に

改

め

た
も

の

で
あ

る
。

口
頭
発

表

の
際

に
は
多

く

の
方

よ
り
御

質

問

を

い
た
だ

い
た
。

こ

こ
に
記

し

て
謝

意

を
表

す
。

紹

介

近
世
文
芸
資
料
と
考
証

Ⅳ

去
来
宛
芭
蕉
書
翰

「点
内
見
」

新

出

の
芭
蕉

書

簡

・
俳

文

・
伝
書

等

ー

「巾
秘
抄
」
所
載
の
芭
蕉
資
料
ー

見
落

さ

れ

て

い
た
芭

蕉

の
書
簡

と
芭

蕉

へ
の
書

簡

「
貞

徳

独
吟

」

翻
刻

と
解

題

歌
集

・
弥

勒

杉
門
七
才
子
集
に
寄
す

「
飛

躰
」

考

・芭

蕉

判

「
十

八
番

発
句

合

」

に

つ

い
て

「
お

く

の
ほ
そ
道

」

生
物

季
節

考

三

'

福
城
松
連
歌

貞
門
談
林
俳
人
大
観

四

岡
田
利
兵
衛

大
磯

義
雄

石
川

八
朗

前
田
金
五
郎

杉
浦
正

一
郎

野
間

光
辰

今

栄
蔵

大
内

初
夫

中

西

啓

棚

町

知
弥

・今

栄
蔵

榎
坂

浩
尚

校
本
芭
蕉
全
集

(巻
三
)
注

・
続
　
/
芭
蕉

の
存
疑
句
/
蕉
門
十
哲

の
一
資
料
/
芭
蕉

「木
曽
の
情
」
の
作
年
次
/
芭
蕉
真
蹟
懐
紙

一
点

/
奉
納
雲
陽
杵
築
大
社
和
歌
晋

一
首

白
石
悌
三
等
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